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【手続補正書】
【提出日】平成25年12月6日(2013.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　設定されたデューティ比により直流電力を交流電力に変換してモータに出力するインバ
ータ回路と、
　前記デューティ比を変化させる制御手段と、
を備えたことを特徴とするインバータ装置。
【請求項２】
　前記モータにかかる負荷を検出する負荷検出手段を更に備え、
　前記制御手段は、前記負荷検出手段によって検出された負荷に応じてデューティ比を変
化させることを特徴とする請求項１に記載のインバータ装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記負荷が所定値以上となった場合に前記デューティ比を増加させる
ことを特徴とする請求項２に記載のインバータ装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記負荷が第１の所定時間に亘って前記所定値以上であった場合に前
記デューティ比を増加させることを特徴とする請求項３に記載のインバータ装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記デューティ比を増加させてから第２の所定時間経過後に前記デュ
ーティ比を減少させることを特徴とする請求項３又は４に記載のインバータ装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記デューティ比を増加させてから前記第２の所定時間経過する前に
前記負荷検出手段により検出された負荷が前記所定値未満であった場合に前記デューティ
比を減少させることを特徴とする請求項５に記載のインバータ装置。
【請求項７】
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　前記デューティ比は、一周期の内のオン継続時間であることを特徴とする請求項１又は
２に記載のインバータ装置。
【請求項８】
　前記モータと、
　請求項１から７のいずれか一項に記載のインバータ装置と、
を備えたことを特徴とする電動工具。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、設定されたデューティ比により直流電力を交流電力に変換してモータに出力
するインバータ回路と、前記デューティ比を変化させる制御手段と、を備えたことを特徴
とするインバータ装置を提供している。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　前記モータにかかる負荷を検出する負荷検出手段を更に備え、前記制御手段は、前記負
荷検出手段によって検出された負荷に応じてデューティ比を変化させることが好ましい。
　このような構成によれば、モータに過負荷がかかったような場合には、一時的に増加さ
れた電力がモータに供給されることとなるので、モータがロックして作業が中断すること
が防止される。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　また、前記制御手段は、前記負荷が所定値以上となった場合に前記デューティ比を増加
させることが好ましい。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、前記制御手段は、前記負荷が第１の所定時間に亘って前記所定値以上であった場
合に前記デューティ比を増加させることが好ましい。
　このような構成によれば、モータがロック状態又はロック状態に近い状態にあることを
正確に把握することができるので、ロック状態又はロック状態に近い状態以外でデューテ
ィ比を増加させて電力を浪費することが防止される。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　前記制御手段は、前記デューティ比を増加させてから第２の所定時間経過後に前記デュ
ーティ比を減少させることが好ましい。
　このような構成によれば、長時間大きな電力が供給されてモータが破損することが防止
される。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、前記制御手段は、前記デューティ比を増加させてから前記第２の所定時間経過す
る前に前記負荷検出手段により検出された負荷が前記所定値未満であった場合に前記デュ
ーティ比を減少させることが好ましい。
　このような構成によれば、長時間大きな電力が供給されてモータが破損することが防止
される。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　前記デューティ比は、一周期の内のオン継続時間である。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明による電動工具は、前記モータと、前述のインバータ装置とを備えたことを特徴
とする。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
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